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ダイワＤＢモメンタム
戦略ファンド

（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）
★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／資産複合
信託期間 約 5年間（2017年 8 月23日～2022年 8 月19日）

運用方針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

為替ヘッジあり

イ�．ケイマン籍の外国投資信
託「オージェンタム・トラ
スト－モメンタム・アセッ
ト・アロケーター・ファン
ド（日本円クラス）」の受
益証券（円建）

ロ�．ダイワ・マネーアセッ
ト・マザーファンドの受益
証券

為替ヘッジなし

イ�．ケイマン籍の外国投資信
託「オージェンタム・トラ
スト－モメンタム・アセッ
ト・アロケーター・ファン
ド（米ドル・クラス）」の
受益証券（円建）

ロ�．ダイワ・マネーアセッ
ト・マザーファンドの受益
証券

ダイワ・マネー
ア セ ッ ト・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限

当 フ ァ ン ド の
投資信託証券組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第 7期

（決算日　2021年 2 月19日）
（作成対象期間　2020年 8 月20日～2021年 2 月19日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、米国の株式、米国の長期金

利、米ドルキャッシュおよび金への配分を変
更しながら、安定した収益の確保と信託財産
の着実な成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇SUZ0272120210219◇



ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

決　　算　　期
基 準 価 額

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期　　中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
3期末（2019年 2 月19日） 9, 646 0 △� 4. 1 ― 98. 1 26, 690 
4 期末（2019年 8 月19日） 10, 243 100 7. 2 ― 98. 5 20, 826 
5 期末（2020年 2 月19日） 10, 433 0 1. 9 ― 95. 6 17, 207 
6 期末（2020年 8 月19日） 11, 565 350 14. 2 ― 98. 5 14, 354
7 期末（2021年 2 月19日） 10, 488 50 △� 8. 9 ― 98. 2 10, 715

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 4）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

最近5期の運用実績

為替ヘッジあり
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

流　用

■基準価額・騰落率
期　首：11, 565円
期　末：10, 488円（分配金50円）
騰落率：△8. 9％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

主にモメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）の下落がマイナス要因となり、基準
価額は下落しました。モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）については、ＤＢモ
メンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行った結果、
米国株式の上昇はプラスに寄与した一方、金価格の下落や米国長期金利の上昇（債券価格の下落）
がマイナス要因となりました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
※モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）：オージェンタム・トラスト－モメン
タム・アセット・アロケーター・ファンド（日本円クラス）

基準価額等の推移について 

運用経過

為替ヘッジあり

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

年　　月　　日
基　　 準　　 価　 　額 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰　落　率

円 ％ ％ ％
（期首）2020年 8 月19日 11, 565 ― ― 98. 5

8 月末 11, 409 △� 1. 3 ― 98. 7
9 月末 11, 046 △� 4. 5 ― 99. 0
10月末 10, 926 △� 5. 5 ― 99. 2
11月末 10, 555 △� 8. 7 ― 99. 2
12月末 10, 884 △� 5. 9 ― 98. 1

2021年 1 月末 10, 798 △� 6. 6 ― 98. 5
（期末）2021年 2 月19日 10, 538 △� 8. 9 ― 98. 2

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

■米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
当作成期首から2020年10月にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大が世界経済の打撃とな
るとの観測や、景気回復の遅れに対する懸念が高まったことで、米国株式は下落しました。その後
は、11月に行われた米国大統領選挙の結果や好調な企業決算などが材料となり、上昇に転じまし
た。当作成期末にかけても、新型コロナウイルスのワクチンを巡るポジティブなニュースや米国の
追加経済対策の合意が近いとの見方などが材料となり、米国株式は上昇しました。
■米国長期金利
米国長期債券市況は下落（金利は上昇）しました。
当作成期首から2020年 9 月にかけては、景気回復の遅れや新型コロナウイルスの感染再拡大に対
する懸念によって、米国長期金利は低位で推移しました。2021年年初には、米国大統領選挙の結果
や新型コロナウイルスのワクチン開発の進展などを受けて今後の米国の経済成長に対する期待が高
まった結果、米国長期金利は上昇し、債券市況は下落しました。当作成期末にかけても、株式市場
の上昇や米国の大規模な景気刺激策への期待などを受けて米国長期金利が上昇した結果、債券市況
は下落しました。
■金
金価格は下落しました。
当作成期首から2020年11月にかけては、直近の高騰に伴う利益確定の売りや、米ドル高が進んだ
ことで割高感からの売りが入り、金価格は下落しました。市場参加者のリスク選好姿勢が強まり株
式市場が大きく上昇したことも、金価格の下落要因となりました。その後、米国の財政出動に対し
てインフレをヘッジする目的で買いが入ったことにより一時上昇する場面も見られましたが、米国
長期金利の上昇を背景に米ドル高ユーロ安が進み、米ドル建てで取引される金に割高感が生じたこ
とが売り材料となり、金価格は下落しました。
■米ドルキャッシュ

米国の短期金利は政策金利0. 25％（年率）近辺で推移し、米国短期債券市況は緩やかに上昇しま
した。
■短期金利市況

日本では、日銀が「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を継続し、短期金利は低位で推移し
ました。米国では、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の誘導目標を0. 00～0. 25％で維
持しました。

投資環境について （2020. 8. 20 ～ 2021. 2. 19）

流　用
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）とダイワ・マネーアセット・マザーファ
ンドに投資しました。モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）への投資割合を高位
に維持しました。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行い
ました。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定期間
のパフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行いました。当
作成期において、実質的な投資対象の比率は下表のように推移させました。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。

ポートフォリオについて （2020. 8. 20 ～ 2021. 2. 19）

流　用

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）とダイワ・マネーアセット・マザーファ
ンドに投資します。また、モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）への投資割合を
高位に維持することを基本とします。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数（※）の動きを反映した投資成果をめざして運用
を行います。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定
期間のパフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行います。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。
※ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数とは、ドイツ銀行が開発した、米国の株式、米
国の長期金利、米ドルキャッシュおよび金を実質的な投資対象としてアセット・アロケーショ
ンを行い、各投資対象の価格の上昇傾向の勢いに着目して、パフォーマンスが相対的に良好な
投資対象の配分比率を増加させるモメンタム戦略のパフォーマンスを指数化したものです。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 �0. 00円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 �0. 00　
（ｃ）収益調整金 184. 07　
（ｄ）分配準備積立金 ✓� 1, 325. 47　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 509. 55　
（ｆ）分配金 50. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 459. 55　
（注）✓を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2020年 8 月20日
～2021年 2 月19日

当期分配金（税込み） （円） 50 
対基準価額比率 （％） 0. 47�
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） 50�

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 459�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

流　用

各月末の実質的な投資対象の比率
資　　　　　産 2020年 8 月末 9月末 10月末 11月末 12月末 2021年 1 月末

米国株式 11. 2% 7. 5% 3. 4% 8. 1% 15. 4% 26. 6%
米国長期金利 18. 8% 22. 5% 26. 6% 26. 5% 23. 4% 18. 6%
金 70. 0% 70. 0% 70. 0% 65. 4% 61. 2% 54. 8%
米ドルキャッシュ 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0%

合　　　　　計 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0%

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

流　用

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）とダイワ・マネーアセット・マザーファ
ンドに投資します。また、モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）への投資割合を
高位に維持することを基本とします。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（日本円クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行い
ます。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定期間の
パフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行います。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2020. 8. 20～2021. 2. 19） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 65円 0. 596％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 976円です。

（投 信 会 社） （21） （0. 194） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （43） （0. 388） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 66 0. 600
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用

2
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

流　用

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 40％
①このファンドの費用の比率 1. 19％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 18％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
（注 4）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 5）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注 6）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 7）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 40％です。

総経費率
1. 40％

運用管理費用
（投信会社）
0. 38％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 18％

運用管理費用以外
0. 03％

この
ファンド
1. 19％

投資先
ファンド
0. 21％

3
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（2020年 8 月20日から2021年 2 月19日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
ARGENTUM TRUST MOMENTUM 
ASSET ALLOCATOR FUND JPY 
CLASS UNITS（ケイマン諸島）  

3, 666. 03892 438, 000 119 
ARGENTUM TRUST MOMENTUM 
ASSET ALLOCATOR FUND JPY 
CLASS UNITS（ケイマン諸島）  

24, 563. 19089 2, 951, 000 120 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2021年 2 月19日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 10, 519, 062 96. 7 
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 6, 583 0. 1 

コール・ローン等、その他 357, 911 3. 2 
投資信託財産総額 10, 883, 557 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2020年 8 月20日から2021年 2 月19日まで）
買　　　　付 売　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

3, 666. 03892 438, 000 24, 563. 19089 2, 951, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）�ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファン
ドの明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
ARGENTUM TRUST MOMENTUM 
ASSET ALLOCATOR FUND JPY 
CLASS UNITS

90, 291. 61028 10, 519, 062 98. 2 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（2）�親投資信託残高
種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末

口　　数 口　　数 評 価 額
千口 千口 千円

ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 6, 592 6, 592 6, 583 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年 2 月19日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 10, 883, 557, 754円

コール・ローン等 357, 911, 347  
投資信託受益証券（評価額） 10, 519, 062, 889  
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド（評価額） 6, 583, 518  

（Ｂ）負債 167, 627, 185  
未払収益分配金 51, 085, 297  
未払解約金 40, 207, 033  
未払信託報酬 75, 806, 070  
その他未払費用 528, 785  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 10, 715, 930, 569  
元本 10, 217, 059, 537  
次期繰越損益金 498, 871, 032  

（Ｄ）受益権総口数 10, 217, 059, 537口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 488円

＊�期首における元本額は12, 412, 321, 284円、当作成期間中における追加設定元本額
は747, 742, 457円、同解約元本額は2, 943, 004, 204円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 488円です。

■損益の状況
当期  自 2020年 8 月20日  至 2021年 2 月19日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △� 48, 999円

受取利息 10, 477
支払利息 △� 59, 476

（Ｂ）有価証券売買損益 △� 934, 477, 287
売買益 147, 472, 869
売買損 △� 1, 081, 950, 156

（Ｃ）信託報酬等 △� 76, 336, 502
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △� 1, 010, 862, 788
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 354, 196, 269
（Ｆ）追加信託差損益金 206, 622, 848

（配当等相当額） （� 188, 068, 584）
（売買損益相当額） （� 18, 554, 264）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 549, 956, 329
（Ｈ）収益分配金 △� 51, 085, 297

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 498, 871, 032
追加信託差損益金 206, 622, 848
（配当等相当額） （� 188, 068, 584）
（売買損益相当額） （� 18, 554, 264）
分配準備積立金 1, 303, 163, 553
繰越損益金 △� 1, 010, 915, 369

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 188, 068, 584　
（ｄ）分配準備積立金 1, 354, 248, 850　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 542, 317, 434　
（ｆ）分配金 51, 085, 297　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 491, 232, 137　
（ｈ）受益権総口数 10, 217, 059, 537口
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 50円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

決　　算　　期
基 準 価 額

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期　　中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
3期末（2019年 2 月19日） 10, 179 0 △� 2. 8 ― 98. 4 63, 471 
4 期末（2019年 8 月19日） 10, 578 100 4. 9 ― 98. 8 46, 378 
5 期末（2020年 2 月19日） 11, 132 150 6. 7 ― 96. 2 35, 039 
6 期末（2020年 8 月19日） 11, 938 300 9. 9 ― 98. 7 28, 502
7 期末（2021年 2 月19日） 10, 960 0 △� 8. 2 ― 98. 2 20, 813

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 4）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

最近5期の運用実績

為替ヘッジなし
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

流　用

■基準価額・騰落率
期　首：11, 938円
期　末：10, 960円（分配金 0円）
騰落率：△8. 2％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

主にモメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）の下落がマイナス要因となり、基
準価額は下落しました。モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）については、
ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行った
結果、米国株式の上昇はプラスに寄与した一方、金価格の下落や米国長期金利の上昇（債券価格の
下落）がマイナス要因となりました。また、為替の寄与は軽微でした。くわしくは「投資環境につ
いて」をご参照ください。
※モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）：オージェンタム・トラスト－モメ
ンタム・アセット・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）

基準価額等の推移について 

運用経過

為替ヘッジなし

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）
12, 000

11, 500

11, 000

10, 500

10, 000

（億円）
400

300

200

100

0
期　首

（2020. 8. 19）
期　末

（2021. 2. 19）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

年　　月　　日
基　　 準　　 価　 　額 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰　落　率

円 ％ ％ ％
（期首）2020年 8 月19日 11, 938 ― ― 98. 7

8 月末 11, 765 △� 1. 4 ― 98. 3
9 月末 11, 429 △� 4. 3 ― 98. 5
10月末 11, 205 △� 6. 1 ― 98. 3
11月末 10, 765 △� 9. 8 ― 99. 1
12月末 11, 068 △� 7. 3 ― 98. 2

2021年 1 月末 11, 067 △� 7. 3 ― 98. 6
（期末）2021年 2 月19日 10, 960 △� 8. 2 ― 98. 2

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

■米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
当作成期首から2020年10月にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大が世界経済の打撃とな
るとの観測や、景気回復の遅れに対する懸念が高まったことで、米国株式は下落しました。その後
は、11月に行われた米国大統領選挙の結果や好調な企業決算などが材料となり、上昇に転じまし
た。当作成期末にかけても、新型コロナウイルスのワクチンを巡るポジティブなニュースや米国の
追加経済対策の合意が近いとの見方などが材料となり、米国株式は上昇しました。
■米国長期金利
米国長期債券市況は下落（金利は上昇）しました。
当作成期首から2020年 9 月にかけては、景気回復の遅れや新型コロナウイルスの感染再拡大に対
する懸念によって、米国長期金利は低位で推移しました。2021年年初には、米国大統領選挙の結果
や新型コロナウイルスのワクチン開発の進展などを受けて今後の米国の経済成長に対する期待が高
まった結果、米国長期金利は上昇し、債券市況は下落しました。当作成期末にかけても、株式市場
の上昇や米国の大規模な景気刺激策への期待などを受けて米国長期金利が上昇した結果、債券市況
は下落しました。
■金
金価格は下落しました。
当作成期首から2020年11月にかけては、直近の高騰に伴う利益確定の売りや、米ドル高が進んだ
ことで割高感からの売りが入り、金価格は下落しました。市場参加者のリスク選好姿勢が強まり株
式市場が大きく上昇したことも、金価格の下落要因となりました。その後、米国の財政出動に対し
てインフレをヘッジする目的で買いが入ったことにより一時上昇する場面も見られましたが、米国
長期金利の上昇を背景に米ドル高ユーロ安が進み、米ドル建てで取引される金に割高感が生じたこ
とが売り材料となり、金価格は下落しました。
■米ドルキャッシュ

米国の短期金利は政策金利0. 25％（年率）近辺で推移し、米国短期債券市況は緩やかに上昇しま
した。
■米ドル／円為替市況
米ドルは対円でほぼ横ばいとなりました。
当作成期首から2020年12月にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大への懸念から市場参加
者のリスク回避姿勢が強まったことなどから円高が進行し、米ドルは対円で下落しました。その後
は、新型コロナウイルスのワクチン開発で大きな進展があったことや、米国での大規模な財政政策
への期待が高まったことなどから上昇（円安）に転じました。

投資環境について （2020. 8. 20 ～ 2021. 2. 19）

流　用

2017年 8 月23日 2018年 2 月19日 2019年 2 月19日 2020年 2 月19日 2021年 2 月19日
設定 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10, 000 10, 324 10, 179 11, 132 10, 960
期間分配金合計（税込み） （円） ― 100 50 250 300
分配金再投資基準価額の
騰落率 （％） ― 4. 2 △0. 9 11. 9 0. 9

純資産総額 （百万円） 10, 349 61, 325 63, 471 35, 039 20, 813
（注 1）比率は小数点第 1位未満を四捨五入してあります。
（注 2）�当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）とダイワ・マネーアセット・マザー
ファンドに投資しました。モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）への投資割合
を高位に維持しました。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行い
ました。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定期間
のパフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行いました。当
作成期において、実質的な投資対象の比率は下表のように推移させました。

ポートフォリオについて （2020. 8. 20 ～ 2021. 2. 19）

流　用

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）とダイワ・マネーアセット・マザー
ファンドに投資します。また、モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）への投資
割合を高位に維持することを基本とします。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数（※）の動きを反映した投資成果をめざして運用
を行います。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定
期間のパフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行います。
※ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数とは、ドイツ銀行が開発した、米国の株式、米
国の長期金利、米ドルキャッシュおよび金を実質的な投資対象としてアセット・アロケーショ
ンを行い、各投資対象の価格の上昇傾向の勢いに着目して、パフォーマンスが相対的に良好な
投資対象の配分比率を増加させるモメンタム戦略のパフォーマンスを指数化したものです。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

流　用

各月末の実質的な投資対象の比率
資　　　　　産 2020年 8 月末 9月末 10月末 11月末 12月末 2021年 1 月末

米国株式 11. 2% 7. 5% 3. 4% 8. 1% 15. 4% 26. 6%
米国長期金利 18. 8% 22. 5% 26. 6% 26. 5% 23. 4% 18. 6%
金 70. 0% 70. 0% 70. 0% 65. 4% 61. 2% 54. 8%
米ドルキャッシュ 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0% 0. 0%

合　　　　　計 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0%

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

当作成期は、基準価額の水準等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2020年 8 月20日
～2021年 2 月19日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 583�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

流　用

■当ファンド
モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）とダイワ・マネーアセット・マザー
ファンドに投資します。また、モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）への投資
割合を高位に維持することを基本とします。
■モメンタム・アロケーター・ファンド（米ドル・クラス）

ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数の動きを反映した投資成果をめざして運用を行い
ます。ＤＢモメンタム・アセット・アロケーター指数では、 4つの実質的な投資対象の一定期間の
パフォーマンスを測定し、あらかじめ定めるルールに基づき、配分比率の変更を行います。
■ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2020. 8. 20～2021. 2. 19） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 67円 0. 596％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 278円です。

（投 信 会 社） （22） （0. 194） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （44） （0. 388） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 68 0. 600
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）
ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし） ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

流　用

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 40％
①このファンドの費用の比率 1. 19％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 18％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
（注 4）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 5）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注 6）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 7）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 40％です。

総経費率
1. 40％

運用管理費用
（投信会社）
0. 38％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 18％

運用管理費用以外
0. 03％

この
ファンド
1. 19％

投資先
ファンド
0. 21％
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（2020年 8 月20日から2021年 2 月19日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
ARGENTUM TRUST MOMENTUM 
ASSET ALLOCATOR FUND USD 
CLASS UNITS（ケイマン諸島）  

45, 277. 17574 5, 667, 000 125 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2021年 2 月19日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 20, 444, 863 96. 9 
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 10, 274 0. 0 

コール・ローン等、その他 642, 954 3. 1 
投資信託財産総額 21, 098, 092 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2020年 8 月20日から2021年 2 月19日まで）
買　　　　付 売　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

― ― 45, 277. 17574 5, 667, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）�ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファン
ドの明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
ARGENTUM TRUST MOMENTUM 
ASSET ALLOCATOR FUND USD 
CLASS UNITS

167, 395. 61423 20, 444, 863 98. 2 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（2）�親投資信託残高
種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末

口　　数 口　　数 評 価 額
千口 千口 千円

ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 10, 288 10, 288 10, 274 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年 2 月19日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 21, 309, 092, 308円

コール・ローン等 431, 954, 687  
投資信託受益証券（評価額） 20, 444, 863, 344  
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド（評価額） 10, 274, 278  

未収入金 421, 999, 999  
（Ｂ）負債 495, 134, 053  

未払金 211, 000, 000  
未払解約金 139, 430, 556  
未払信託報酬 143, 714, 828  
その他未払費用 988, 669  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 20, 813, 958, 255  
元本 18, 991, 070, 912  
次期繰越損益金 1, 822, 887, 343  

（Ｄ）受益権総口数 18, 991, 070, 912口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 960円

＊�期首における元本額は23, 876, 767, 468円、当作成期間中における追加設定元本額
は759, 682, 696円、同解約元本額は5, 645, 379, 252円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 960円です。

■損益の状況
当期  自 2020年 8 月20日  至 2021年 2 月19日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △� 101, 031円

受取利息 19, 622
支払利息 △� 120, 653

（Ｂ）有価証券売買損益 △� 1, 677, 322, 590
売買益 298, 491, 356
売買損 △� 1, 975, 813, 946

（Ｃ）信託報酬等 △� 144, 707, 784
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △� 1, 822, 131, 405
（Ｅ）前期繰越損益金 2, 837, 431, 112
（Ｆ）追加信託差損益金 807, 587, 636

（配当等相当額） （� 170, 555, 589）
（売買損益相当額） （� 637, 032, 047）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1, 822, 887, 343
次期繰越損益金（Ｇ） 1, 822, 887, 343
追加信託差損益金 807, 587, 636
（配当等相当額） （� 170, 555, 589）
（売買損益相当額） （� 637, 032, 047）
分配準備積立金 2, 837, 540, 259
繰越損益金 △� 1, 822, 240, 552

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 170, 555, 589　
（ｄ）分配準備積立金 2, 837, 540, 259　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 008, 095, 848　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 008, 095, 848　
（ｈ）受益権総口数 18, 991, 070, 912口
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド

　　　（日本円建て）
貸借対照表

2019年12月31日

オージェンタム・トラスト―モメンタム・アセット・アロケーター・ファンド
日本円クラス／米ドル・クラス

　当ファンド（ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）はケイマン籍の外国投資信託
「オージェンタム・トラスト―モメンタム・アセット・アロケーター・ファンド　日本円クラス／米ドル・クラス」に投資
しておりますが、以下の内容は一部の項目を除きすべてのクラスを合算しております。
（注）2021年 2 月19日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

資産
投資資産の評価額（簿価 ¥49, 876, 021, 827） ￥ 53, 611, 687, 189 
現金および現金同等物 35, 516, 088 
スワップ契約による評価益 　 116, 921, 829 
資産合計 　 53, 764, 125, 106 

負債
未払：
　　終了済みスワップ契約 68, 242, 030 
　　担保不足額 34, 245, 987 
　　専門家報酬 23, 846, 007 
　　管理会社報酬 11, 527, 393 
　　運用会社報酬 4, 979, 135 
　　名義書換代理人報酬 1, 539, 420 
　　受託会社報酬 387, 440 
　　その他負債 　 47 
負債合計 　 144, 767, 459 

純資産 ￥ 53, 619, 357, 647 

日本円クラス ￥ 16, 997, 834, 047 
米ドル・クラス 　 36, 621, 523, 600 

￥ 53, 619, 357, 647 

発行済み受益証券口数 
日本円クラス 160, 302, 998 
米ドル・クラス 323, 003, 689 

受益証券 1口当り純資産額
日本円クラス ￥ 106. 036 
米ドル・クラス ￥ 113. 378 
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド

損益計算書
2019年12月31日に終了した年度

投資収益
　　受取利息 ￥ 3, 252, 886 
投資収益合計 　 3, 252, 886 

費用
　　担保不足費用 179, 039, 281 
　　運用会社報酬 78, 183, 067 
　　管理会社報酬 45, 998, 124 
　　専門家報酬 9, 795, 229 
　　名義書換代理人報酬 7, 850, 175 
　　受託会社報酬 1, 573, 954 
　　その他費用 　 9, 694 
費用合計 　 322, 449, 524 

投資純損失 　 （319, 196, 638）

実現益 /（損）および評価益 /（損）：
実現（損）の内訳：
　　証券投資 2, 464, 854, 674 
　　スワップ契約 （490, 389, 015）
　　外国為替取引および為替先渡契約 　 （31, 834, 493）
純実現利益 　 1, 942, 631, 166 
評価益の純変動の内訳：
　　証券投資 7, 832, 299, 891 
　　スワップ契約 13, 903, 740 
　　外国為替換算 　 8, 141, 363 
評価益の純変動 　 7, 854, 344, 994 

純実現利益および評価益の純変動 　 9, 796, 976, 160 

運用による純資産の純増 ￥ 9, 477, 779, 522 
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ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド

　（日本円建て）
投資明細表

2019年12月31日
ストラクチャード商品

投資資産の明細 受益証券数 純資産に
占める割合 　 評価額

Deutsche Bank Momentum Asset Allocator Index*
   －トータル・リターン・スワップ 430, 931 99. 99% ¥ 53, 611, 687, 189

ストラクチャード商品計 （簿価 ¥49, 876, 021, 827） 　 53, 611, 687, 189
投資資産計 （簿価 ¥49, 876, 021, 827） 99. 99% ¥ 53, 611, 687, 189

＊�当ファンドはDeutsche Bank A. G. , ロンドン支店との間で締結したファンドの残高と同金額の元本のパフォーマンス・スワップを通してDeutsche Bank Momentum 
Asset Allocator Index と同様のエクスポージャーを有しています。

日本円クラス外国為替スワップ契約

買い 取引相手 想定元本 満期日 売り 想定元本 純評価益（損） 純資産に
占める割合

ＪＰＹ Deutsche Bank A. G. 16, 883, 218, 349 2020/1/31 ＵＳＤ （154, 415, 208） ¥ 116, 921, 829 0. 22%

用語集 :
ＪＰＹ 日本円
ＵＳＤ 米ドル
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■組入資産明細表
2021年 2 月19日現在、有価証券等の組み入れはありません。

＜補足情報＞
当ファンド（ダイワＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし））が投資対象としている「ダ
イワ・マネーアセット・マザーファンド」の決算日（2020年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますの
で、当ファンドの決算日（2021年 2 月19日）現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンドの組入資産の内容
等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの主要な売買銘柄
2020年 8 月20日～2021年 2 月19日における主要な売買銘柄はありません。
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1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第９期（決算日　2020年12月９日）

（作成対象期間　2019年12月10日～2020年12月９日）

ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第９期（決算日　2020年12月９日）

（作成対象期間　2019年12月10日～2020年12月９日）

ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下

2

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2019年12月９日 9,992 － －
12月末 9,992 0.0 －

2020年１月末 9,991 △0.0 －
２月末 9,991 △0.0 －
３月末 9,990 △0.0 －
４月末 9,991 △0.0 －
５月末 9,990 △0.0 －
６月末 9,989 △0.0 －
７月末 9,989 △0.0 －
８月末 9,988 △0.0 －
９月末 9,988 △0.0 －
10月末 9,987 △0.1 －
11月末 9,987 △0.1 －

(期末)2020年12月９日 9,987 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,986

9,988

9,990

9,992

9,994

期　首
（2019.12.９）

期　末
（2020.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：9,992円　期末：9,987円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■投資信託財産の構成
2020年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 562,983 100.0
投資信託財産総額 562,983 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

3

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2020年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 562,983,783円

コール・ローン等 562,983,783
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 562,983,783

元本 563,730,093
次期繰越損益金 △    746,310

(Ｄ) 受益権総口数 563,730,093口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,987円

＊期首における元本額は7,329,994,437円、当作成期間中における追加設定元本
額は128,103,486円、同解約元本額は6,894,367,830円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
債券コア戦略ファンド（為替ヘッジあり）999円、ダイワ債券コア戦略ファンド
（為替ヘッジなし）999円、通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプレミ
アム（毎月分配型）219,583円、通貨選択型ダイワ米国株主還元株αクワトロプ
レミアム（年２回決算型）24,953円、ダイワ米国株主還元株ツインαプレミア
ム（毎月分配型）848,389円、ダイワ米国株主還元株ツインαプレミアム（年２
回決算型）66,873円、ダイワ米国株主還元株ファンド36,730,213円、ダイワ
ＤＢモメンタム戦略ファンド（為替ヘッジあり）6,592,748円、ダイワＤＢモメ
ンタム戦略ファンド（為替ヘッジなし）10,288,683円、ダイワ／バリュー・
パートナーズ・チャイナ・イノベーター・ファンド10,000円、ダイワ／ＮＢ・
米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年１回決算型）4,995円、ダイワ／Ｎ
Ｂ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年１回決算型）4,995円、ダイ
ワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・ハイインカム－　α50
コース49,911円、ダイワ・ブラジル・レアル債α（毎月分配型）－スーパー・
ハイインカム－　α100コース49,911円、ダイワ・オーストラリア高配当株
ファンド・マネー・ポートフォリオ15,828,234円、ダイワ円債セレクト　マ
ネーコース490,006,140円、ダイワ・スイス高配当株ツインα（毎月分配型）
2,996,106円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（毎月分
配型）1,235円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（毎月
分配型）1,598円、通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　日本円
コース（毎月分配型）1,544円、通貨選択型　ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファ
ンド　通貨セレクトコース（毎月分配型）1,984円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,987円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は746,310円です。

■損益の状況
当期　自2019年12月10日　至2020年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △1,615,475円

受取利息 7,741
支払利息 △1,623,216

(Ｂ) その他費用 △   23,537
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △1,639,012
(Ｄ) 前期繰越損益金 △5,937,566
(Ｅ) 解約差損益金 6,947,603
(Ｆ) 追加信託差損益金 △  117,335
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  746,310

次期繰越損益金(Ｇ) △  746,310
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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